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はじめに 

 

1． 会計の本質 

○ 「会計とは、科学ではなく技法である」 

（ジョージ・オリバー・メイ） 

 

2． トライアングル体制とその崩壊 

○ 企業会計原則（証券取引法）・商法・税法との調整 

○ 便宜性・確実性・真実性（確定決算基準との共通性） 

○ 三法の独自性の強調（グローバル化の影響） 

 

3． 会社計算規定の省令化 

○ 平成 14年商法改正の附帯決議 

○ 中小企業庁、公認会計士協会、日税連の対応 

○ 日税連「中小企業会計基準」の趣旨 
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4． 中小企業の会計に関する指針 

○ 指針への統一の背景 

○ 会計参与の指針 

○ 国際会計基準の影響 

○ 問題点 

 

5． 中小企業会計基準の方向 

○ 会計の本質と中小企業実態との調整 

○ 税法基準の問題点 

○ 独自の会計基準の必要性 

○ ボトムアップ・アプローチ 

 

6． 中小企業会計基準の設定主体 

○ 企業会計審議会 

○ 企業会計基準委員会 

○ 中小企業庁 

○ その他 

むすびに 


